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1 長崎県大村市

• 長崎県の中央

• 人口 99,124人（令和5年度末）

• 面積 126ｋｍ2

• 長崎空港

• 西九州新幹線

• 高速道路
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2 大村市の汚水処理

行政人口 99,124人 普及率

公共下水道 89,628人 90.4%

農業集落排水 6,663人 6.7%

合併浄化槽 2,454人 2.5%

合計 98,745人 99.6%

汚水処理人口普及率 （令和５年度末）
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大村市の下水道施設

•供用開始 昭和56年４月（1981年）
（令和5年度末）
•処理水量 35,000 ｍ

3
/日

•下水処理場 1 施設
•汚水管延長 420 ｋｍ
•雨水管延長 93 ｋｍ
•汚水ポンプ場 8 施設
•マンホールポンプ 24 箇所
•雨水ポンプ場 2 施設
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大村市の下水道(経営状況)

類似団体との比較 （令和４年度）
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＊経費回収率は、使用料で回収すべき経費をどの程度使用料で賄えているかを示す指標です。
＊汚水処理原価は、有収水量1m3あたりの汚水処理に要した費用
出典：総務省令和4年度下水道事業経営指標 7

（小数点以下四捨五入） （小数点以下四捨五入）



3 下水道について
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• 下水道の施設

①下水道管

汚水管

雨水管

②ポンプ場

③処理場
①

①

②

③

・日本下水道協会作成資料を基に作成
（出典）https://www.21stgesui.jp/kankyo-kyoiku/material/



3 下水道
（問題）
• 下水処理場に流れてくる汚水は何番でしょうか？
• ヒント：汚水は皆さんが使った水です。
（トイレ排水、洗濯排水、風呂排水、台所排水）
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答え
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小学４年生回答率15％



処理フロー図
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下水処理のしくみ
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4-1 GX

•GXとは、グリーントランスフォーメーション

•化石燃料をクリーンエネルギーに転換して、

脱炭素化社会を構築する取り組み
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4-2 下水道事業のGX

２０５０年カーボンニュートラル実現

•創エネルギー

•省エネルギー

•下水道資源の有効利用
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下水道事業
電気使用量

下水道事業
電気発電量



5-1 大村市のGX

•ゼロカーボンシティ宣言

（令和５年２月２４日）

•市民・事業者・行政が一体（オール大村）で

２０５０年 二酸化炭素排出量ゼロを目指す
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5-2 大村市下水道事業GXの取組

①消化ガス発電
②高度処理
③処理水の再利用
④汚泥の肥料化
⑤省エネ機器の導入
⑥ディスポーザー
⑦農業集落排水統合
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GX①-1 消化ガス発電

•汚泥処理で発生する消化ガスを活用した発電

•民設民営方式

•固定価格買取制度

•消化ガスの売却
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GX①-2 消化ガス発電

• 概要
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GX①-3 消化ガス発電
消化ガス発電の導入背景

• 消化ガスの有効利用率 ： 約３０％（加温）

残り70％は焼却廃棄

• 平成23年3月 東日本大震災 → エネルギー問題

消化ガス発電による電力創出の検討

• 平成２４年7月 『固定価格買取制度（ＦＩＴ）』施行

• 平成２５年６月 消化ガス発電導入可能性調査

• 平成２６年７月 消化ガス発電事業開始（民設民営）
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GX①-4 消化ガス発電
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GX①-5 消化ガス発電

• 民設民営方式

21



GX①-6 消化ガス発電
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GX①-7 消化ガス発電
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GX①-8 消化ガス発電

（導入効果）

効果額 約1680万円
• 消化ガスの売却収益 約１６００万円/年

• 土地借地料 約3０万円/年

• 温水ボイラーの維持管理費の削減 約５０万円/年

CO2削減量 約1,000t-CO2/年

大村市には固定資産税
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GX①-9 消化ガス発電

• 総務省

地方公営企業の

抜本的な改革等に係る

先進・優良事例集

（出典）総務省HP掲載

（https://www.soumu.go.jp/main_content/000871307.pdf）
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GX② 高度処理施設

•放流先である大村湾の環境基準を達成するため

富栄養物質の窒素とりんの除去効率向上を目的と
した処理方法

•令和2年3月より1系列供用開始（全7系列）

•令和22年までに全施設高度処理化
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GX③-1 処理水の再利用

• 処理施設での利用

• 処理場内のトイレの水

• 散水等場外利用（道路清掃、建設現場清掃）

• 公園のせせらぎ水

再利用率2.9％
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GX③-2 処理水の再利用

園児たちと一緒に稲刈り

田植え後、約２週間

28
（出典）西日本新聞 平成27年7月11日



GX④ 汚泥の肥料化

• 下水処理場で発生する汚泥を

民間事業者でコンポスト（肥料）化

有効利用

29



GX⑤ 省エネ機器の導入

• 機器の改築更新に合わせ、省エネ機器を導入

• ブロワ（送風機）更新 20％省エネ
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GX⑥ ディスポーザー

・生ごみを粉砕し、そのまま下水道に流す機器

・令和５年４月設置許可（西日本初）

※台所の環境改善、生ごみの減量
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GX⑦ 農業集落排水統合

• 農業集落排水の7処理場廃止

下水道へ農業集落排水を接続

• 令和６年度～令和１１年度予定

• 改築費用の削減

• 処理費用の削減
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5-3 大村市下水道事業GXの今後の取組と
検討課題について

①し尿受入施設

②創エネルギー

③リン回収

④ウォーターPPP
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新GX① し尿受入施設

• 浄化槽汚泥、し尿の受入施設

• 下水処理施設内に建設

• 現在建設中

（令和7年度供用開始予定）
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新GX② 創エネルギー

• 太陽光発電設置の検討

処理場敷地面積

7.5ha

（東京ドーム1.6個分）

35

380ｍ

240ｍ



新GX③ リン回収

• 汚泥処理から排出される高濃度リン回収の検討

• リンは肥料

• 水処理施設へリン負荷削減
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新GX④ ウォーターPPP

ウォーターPPP導入検討

民間委託割合の拡大

•施設の維持管理

•施設の修繕

•施設の改築更新

•性能発注

•長期契約（１０年）
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まとめ
• ２０５０年カーボンニュートラルを目指して
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ご視聴ありがとうございました。
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